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自分というブランド作り 

安藤 位彦 

 今年の夏は、記録的な暑さや大雨などに加え新型コロナウイルスの感染状況等、心配なこと

が多い日々でした。２学期が始まると季節にそぐわない気候で、例年ならまだまだ暑い中での

授業開始で大変でしたが、妙に過ごしやすい夏休み明けでした。 

皆さんは学校へ登校して気が付きましたか？ 階段がきれいになっている事、A 棟や B 棟の

１階廊下の木床がきれいになっている事。階段は業者にお願いし過去の汚れを落とし、廊下は

技術員さんが、猛暑の中、人けのない学校で汚れを落としワックスがけをしてくれました。そ

れも皆さんが気持ちよく２学期を迎えられるよう配慮してくれたからです。 

 皆さんはどんな夏休みを過ごしましたか。新型コロナウイルスの感染対策をしながら、少し

は日頃できないことに取り組むことができましたか。長い夏休みでした「怠けたくなる自分」

と闘うこともあったと思います。そのときの「自分」は何を考えていたのか、どうしようとし

ていたのか、振り返ってほしいです。 

今学期は、文化祭があります。３年ぶりに合唱祭を行う予定です。

みんなで気持ちを一つにして、一つの作品を作り上げていきます。 

日頃の皆さんの活動を見ていると、きっとなか中の伝統が復活するの

ではないかと期待しています。 

今皆さんは学校生活（学習活動、特別活動など）の中で、「自分」と

いうブランドを作り上げて行く発展途上にあります。 

例えば、課題には真面目に取り組む、妙な誘いにはのらない、人が

嫌がることはしない、約束やきまりを守る、時間を気にして行動する、

親に心配をかけないなど、どんな「自分」が理想ですか。そんな自分なりのブランドを作り上

げてほしいのです。この２学期は時間的にも余裕があります。皆さんにとって考える時間が取

れます。その中で、「自分」を考えましょう。それはプライドとも言えます。さわやかで誇り高

い自分でいましょう。 

一人ひとりが「自分ブランド」をもち、大勢の仲間ともに、中学生らしい清々
すがすが

しさや 潔
いさぎよ

さで

みんなで「なか中生としてのブランド」が掲げられますように、そしてそれを大切にしていく

気持ちをもてますように願っています。 
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《学校教育目標》 

信頼と共感 ～夢をもって挑戦し続ける生徒たち～ 

◇育てたい生徒像◇  

【知】自ら考え行動し、意欲的に学び続ける生徒  

【徳】ルールやマナーを守り、人を思いやる優しい生徒  

【体】心身をきたえ、たくましく生きる生徒  

【公】役割を自ら求め、地域や社会に貢献する生徒  

【開】共生・多様性を尊重し、未来を創る生徒 
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